
第６回基本政策部会 議事要旨 

 

１．日時 

令和２年１月２０日（月） １３：００～１４：３０ 

 

２．場所 

内閣府宇宙開発戦略推進事務局大会議室 

 

３．出席者 

（１）委員 

中須賀部会長、青木委員、石田委員、片岡委員、栗原委員、白坂委員、常田委員 

（２）事務局 

宇宙開発戦略推進事務局 松尾事務局長、行松審議官、吉田参事官、星野参事官、 

中里参事官、森参事官、鈴木参事官 

（３）関係省庁等 

平内閣府副大臣、和泉内閣総理大臣補佐官 

内閣官房 国家安全保障局 富川企画官、内閣衛星情報センター 今西総務課長、 

内閣府 総合海洋政策推進事務局 森下参事官、宇宙開発戦略推進事務局 滝澤参事官、 

総務省 森下宇宙通信政策課長、外務省 山地宇宙・海洋安全保障政策室長、 

文部科学省 藤吉宇宙開発利用課長、農林水産省 松本技術政策室長、 

経済産業省 浅井宇宙産業室長、国土交通省 伊崎技術開発推進室長、 

環境省 吉川脱炭素化イノベーション研究調査室長、 

防衛省 北岡宇宙・海洋政策室長 

（４）オブザーバ 

折木宇宙政策委員、山崎宇宙政策委員、山川 JAXA 理事長 

（５）調査機関 

三菱総合研究所 内田主任研究員 

 

４．議事要旨 （○：質問・意見等 ●：回答） 

（１）研究機関・関係団体ヒアリング 

  資料１に基づき、次期宇宙基本計画の策定に向けた主な論点について事務局から説明が

あり、委員より以下ような意見があった。 

 

〇状況認識として、国だけでなく、民間も含めてプレイヤーが多様化している点や、ロケッ

ト・衛星だけでなく軌道上サービスや宇宙旅行などアプリケーションも多様化してい

るという点をしっかり踏まえる必要があるのではないか。 

 

〇宇宙産業の発展が国の経済成長に強く貢献できる、という点について、強いメッセージを

打ち出すべきではないか。 

 

〇民間との連携については、協力、分担、活用など、さらに具体的な検討が必要ではないか。 

 

〇全体として、今回の基本計画が目指す姿についてのわかりやすいキーワードがあった方が

よいのではないか。 



 

〇今後の宇宙分野での国際的なルール形成が必要な分野として STM（宇宙交通管制）の重要

性が高まっているのではないか。 

 

〇安全保障分野では、今後脆弱性評価をし、具体的に対策が必要な宇宙アセット、システム

を特定し、戦略的に取り組んでいく必要があるのでないか。 

 

〇安全保障分野の成果の民生利用については、技術だけでなく、情報・データも含めて進め

ていく必要があるのではないか。 

 

〇宇宙データの利用については、官のみならず、民のユーザーニーズをしっかり取り込んで

いく必要があるのではないか。 

 

〇宇宙科学については、科学分野のみならず、外交や安全保障上のプレゼンス確保や、産業

基盤強化につながるソフトパワーとしての役割をもっと打ち出していくべきではな

いか。 

 

〇技術開発について、技術というとハードが想定されがちであるが、ハードのみならずソフ

トウェアも含めた技術が重要である点について留意が必要ではないか。 

 

〇人材について、技術面での人材のみならず、宇宙と市場をつなぐ人材についても育成して

いく必要があるのではないか。 

 

以上 


